
◆
ち
び
っ
こ
棒
打
ち
神
祭
で
大

活
躍

 

曇
り
空
の
下
、
八
王
子
宮
（
土

佐
山
田
町
）
の
秋
祭
り
。
き
り

り
と
鉢
巻
き
を
し
め
、
装
束
を

ま
と
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
棒

を
一
本
ず
つ
持
っ
て
境
内
に
集

ま
っ
た
。
厳
し
い
指
導
を
受
け

て
迎
え
た
当
日
、
練
習
か
ら
ず

っ
と
一
緒
し
た
私
の
目
に
は
、

と
て
も
た
く
ま
し
く
見
え
た
。

棒
打
ち
の
行
事
は
、
大
地
の
下

か
ら
現
れ
て
く
る
悪
魔
を
、
驚

か
し
、
逃
が
し
て
し
ま
う
厄
払

い
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
出
陣
、
碁
盤
を
持
っ

た
４
人
の
う
ち
、
一
人
の
リ
ー

ダ
ー
格
の
掛
け
声
で
２
㍍
近
く

あ
る
樫
の
棒
を
力
い
っ
ぱ
い
打

ち
始
め
る
勇
姿
に
、
歓
声
が
あ

が
り
、
拍
手
喝
采
が
起
こ
っ
た
。

 
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
神

様
の
存
在
が
薄
れ
よ
う
と
し
て

い
る
今
、
街
の
い
っ
そ
う
の
活

性
化
の
た
め
に
も
、
天
真
爛
漫

な
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

む
お
祭
り
に
発
展
さ
せ
、
伝
統

あ
る
こ
の
大
祭
の
意
義
を
多
く

の
市
民
の
方
々
と
共
有
で
き
た

ら
本
当
に
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ

と
実
感
し
た
。

（
私
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す

http://w
w
w
1.ocn.

ne.jp/̃asahiaki/

）

 

（
朝
日
昭
夫
）

◆
第
６
回
　
刃
物
供
養
菜
祭

【
日
時
】
１２
月
８
日
（
土
）
〜

１６
日
（
日
）
１０
時
〜
１６
時

【
場
所
】
協
同
組
合
　土
佐
刃

物
流
通
セ
ン
タ
ー
（
土
佐
山
田

町
上
改
田
）
蕁
５２
│

０
４
６
７

【
内
容
】

・
刃
物
供
養
（
回
収
箱
設
置
）

・
刃
物
研
ぎ
（
料
金
は
２
０
０

円
か
ら
。
平
日
は
お
預
か
り

し
て
後
日
返
却
）

・
供
養
再
生
商
品
（
花
ば
さ
み
、

ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
等
）
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
　
な
ど

 

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー｢

の
み
の
市｣

 

ご
家
庭
で
不
用
の
引
出
物
や

販
売
可
能
な
品
物
を
ご
提
供
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】
１２
月
２３
日
（
日
）

 

９
時
３０
分
〜

【
場
所
】
香
美
市
役
所
南
・
消

防
屯
所

【
連
絡
先
】
蕁
５３
│

３
２
５
８

（
土
佐
山
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

◆
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
う
ら

ら
か
　
部
員
募
集
！

 

体
育
館
で
行
う
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
を
使
っ
て
、
手
に
や
さ
し
い

６
人
制
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

適
度
の
運
動
を
仲
間
と
楽
し
く

し
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
で

も
す
ぐ
で
き
、
ど
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
な
の
か
見
学
も
大
歓
迎

し
ま
す
。

・
部
員
＝
男
女
と
も
年
齢
７０
歳

ま
で

・
日
時
＝
週
３
回
　
月
・
水
・

金
曜
日
１３
時
か
ら
１５
時
ま
で

・
場
所
＝
市
立
宝
町
体
育
館

・
参
加
費
＝
月
額
５
０
０
円

・
問
い
合
わ
せ
先
＝
乾
ケ
イ

蕁
５３
│

３
４
５
９

 

伝

言

板

エ
サ
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た
だ
い
ま
留
学
中
⑦

ろ

市
民

ひ

ば
ろ

市
民

ひ

ば
ろ

のの

市
民

ひ

ば

ま
ち
の

ま
ち
の

ま
ち
の

ま
ち
の

ま
ち
の

声声声

作：神明大地（山田高校マンガ部）作：神明大地（山田高校マンガ部）

棒打ち（山田小学校前）

『
ま
ち
の
声
』『
伝
言
板
』

『
ま
ち
の
風
景
』を
募
集

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号（
連
絡
先
）を
明
記

し
て「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」
係
へ

ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
誌
面
の

都
合
で
掲
載
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。（
『
ま
ち
の
声

（
伝
言
板
）
』
は
、４
０
０
字

以
内
）
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い
ざ
な
ぎ
流
神
楽
保
存
会
の

一
員
と
し
て
、
伝
統
文
化
の
継

承
に
携
わ
っ
て
い
る
半
田
琴
美

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

 

『
い
ざ
な
ぎ
流
』
は
、
物
部

町
に
古
く
か
ら
守
り
伝
え
ら
れ

て
き
た
民
間
信
仰
で
、
昭
和
五

十
五
年
に
『
い
ざ
な
ぎ
流
御
祈

祷
神
楽
』
が
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

 

文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
か

ら
に
は
、
こ
れ
を
守
り
伝
え
て

い
こ
う
と
、
指
定
か
ら
五
年
後

に
作
ら
れ
た
伝
承
教
室
の
一
期

生
と
し
て
、
当
時
三
十
八
歳
で

あ
っ
た
半
田
さ
ん
は
、
い
ざ
な

ぎ
流
と
出
合
い
ま
し
た
。

 

生
ま
れ
も
育
ち
も
物
部
町
と

い
う
半
田
さ
ん
で
す
が
、
い
ざ

な
ぎ
流
に
つ
い
て
は
初
心
者
で
、

い
ざ
な
ぎ
流
の
太
夫
さ
ん
か
ら

お
話
を
聞
い
て
学
ん
で
い
く
う

ち
に
「
祭
文
（
神
の
由
来
や
出

来
事
の
起
源
を
語
る
文
句
）
・

本
地
（
太
鼓
な
ど
の
道
具
に
関

す
る
由
来
）
は
、
お
と
ぎ
話
の

よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て

い
て
、
な
お
か
つ
奥
が
深
い
」

と
『
ハ
マ
っ
た
!!
』
と
い
い
ま

す
。

 
伝
承
教
室
か
ら
一
年
後
に
は
、

指
導
す
る
立
場
と
な
り
、
以
来

二
十
年
に
わ
た
っ
て
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
に
い
ざ
な
ぎ
流
舞

神
楽
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

 

最
初
は
、
い
ざ
な
ぎ
流
発
祥

の
地
の
別
府
小
学
校
で
指
導
し
、

別
府
小
が
休
校
に
な
っ
て
か
ら

は
、
大
栃
小
・
中
・
高
校
の
ほ

か
、
香
北
中
学
校
で
も
指
導
し

て
い
ま
す
。
香
北
中
で
は
積
極

的
な
生
徒
た
ち
が
部
活
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

「
子
ど
も
た
ち
に
、
文
化
財

が
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
、
県
外

へ
出
た
と
き
も
誇
り
に
思
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
継
承
活

動
へ
の
思
い
は
、
子
ど
も
た
ち

に
も
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、

「
小
中
高
と
教
え
た
子
ど
も
が
、

そ
の
後
も
伝
承
教
室
に
来
て
く

れ
て
い
る
。
伝
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
、
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
い
ざ
な
ぎ
流
は
、
き

ら
び
や
か
な
他
の
芸
能
と
は
違

い
、
衣
装
も
質
素
で
す
が
、
原

型
を
守
り
な
が
ら
伝
承
し
て
い

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
お
り
、

あ
る
日
の
舞
神
楽
の
公
演
で
は

お
客
さ
ん
か
ら
「
今
の
時
代
に

昔
の
ま
ま
の
も
の
が
残
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
感
動
し
た
」

と
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
か
。

 

大
切
な
文
化
財
を
伝
え
て
き

た
二
十
年
。
は
じ
め
の
こ
ろ
指

導
し
た
子
ど
も
の
世
代
か
ら
、

孫
の
世
代
に
時
代
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
「
舞
神
楽
は
子
ど
も

た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
も
体
力
が
続
く
限
り

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
舞
っ
て

い
き
た
い
」
と
指
導
に
励
む
半

田
さ
ん
の
変
わ
ら
な
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
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の
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ジ
ョ
ー
・
サ
ン
・
ウ
ー

　
　
　
　
　（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

 

私
は
、
高
知
工
科
大
学
社
会

シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス
の
博
士

課
程
で
人
工
衛
星
を
使
っ
た
遠

隔
計
測
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

 

今
年
六
月
に

妻
と
子
ど
も
た

ち
も
土
佐
山
田

に
来
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、

子
ど
も
た
ち
は

新
し
い
環
境
に

す
ぐ
な
じ
み
ま

し
た
。
子
ど
も

は
男
の
子
が
二
人
。

上
は
四
歳
に
、

下
は
二
歳
に
な

っ
た
ば
か
り
で
す
。

二
人
と
も
さ
く

ら
保
育
園
に
受

け
入
れ
て
も
ら
い
、

今
で
は
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
そ
こ
が
最
高
の

居
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保

育
園
で
子
ど
も
た
ち
は
優
れ
た

教
育
シ
ス
テ
ム
の
も
と
、
日
本

の
暮
ら
し
や
文
化
を
身
に
つ
け

て
い
ま
す
。

 

香
美
市
は
、
私
た
ち
家
族
に

と
っ
て
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
で
す
。

こ
こ
に
は
子
ど
も
の
公
園
が
た

く
さ
ん
あ
る
し
、
秦
山
公
園
も

あ
り
ま
す
。

 

き
れ
い
な
景
色
も
あ
り
ま
す
。

物
部
川
沿
い
を
歩
い
た
り
、
自

転
車
に
乗
っ
て
行
っ
た
り
し
ま

す
。
太
平
洋
の
海
辺
へ
行
く
の

も
家
族
の
楽
し
み
で
す
。
雪
ケ

峰
牧
場
も
大
好

き
で
す
。

 

ま
た
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
で
の
買

い
物
も
楽
し
め

る
し
、
便
利
で
す
。

香
美
市
の
暮
ら

し
は
、
よ
り
安

全
で
、
よ
り
健

康
的
な
の
で
幸

せ
に
な
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

 

将
来
、
私
た

ち
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
帰
っ
て
、
香

美
市
の
暮
ら
し

を
伝
え
た
い
で
す
。
そ
し
て
日

本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
架
け
橋
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
ま
ち
の
声
』『
伝
言
板
』

『
ま
ち
の
風
景
』を
募
集

『
ま
ち
の
声
』『
伝
言
板
』

『
ま
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の
風
景
』を
募
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年末年始の特別警戒！年末年始の特別警戒！年末年始の特別警戒！年末年始の特別警戒！年末年始の特別警戒！

●車から離れる時は、短時間 
　でも必ずドアロック！ 
●貴重品は必ず持ち出し、 
　車内はからっぽに！

振 り込め詐欺

車 上ねらい空 き巣

　当日は天候にも恵まれ、「地域安全フォー
ラム」を開催することができました。 
　楠目小学校区子ども会によるよさこい
踊りや、大栃高校生徒会による演劇、地
域安全・非行防止・交通安全のクイズの
出題など、大人から子どもたちまで楽し
んでもらいました。

≪子ども会によるよさこい≫≪大栃高校生による演劇≫

10月13日（土）≪秦山公園≫≪地域安全フォーラム≫≪地域安全フォーラム≫
～開催報告～～開催報告～

≪地域安全フォーラム≫≪地域安全フォーラム≫
～開催報告～～開催報告～

≪地域安全フォーラム≫
～開催報告～

10月20日（土） 
《山田高等学校武道場》

●参加団体:10チーム（55名）●
山田少年剣道教室・山田剣友会・
養心館道場青雲会・香北之善館・
大杉少年剣道教室・豊永少年剣
道教室・鏡野道場・大栃中学校・
鏡野中学校・香北中学校

芳川　拓未
西内杜暉朗 
尾立淳之介
浅野　まな

1位
2位
3位  

（山田）
（山田）
（山田）
（山田）

【小学校低学年の部】

森田　悠貴（鏡野） 
伊井　健悟（大栃） 
芳川　光佑（鏡野） 
黒岩　裕希（香北）

1位
2位
3位  

【中学校男子の部】

西内佑輝大（山田） 
甲藤　佑香（香北） 
門田　智也（鏡野） 
松本　結里（豊永）

1位
2位
3位  

波内祐佳里（大栃） 
森本　愛美（香北） 
和田　侑子（大栃） 
東　　起代（香北）

1位
2位
3位  

【中学校女子の部】

山田少年剣道教室 
之善館鏡野道場 
山田少年剣友会 
豊永少年剣道

1位
2位
3位  

≪第≪第1818回香美地区防犯少年剣道大会≫回香美地区防犯少年剣道大会≫
～開催結果～～開催結果～

≪第≪第1818回香美地区防犯少年剣道大会≫回香美地区防犯少年剣道大会≫
～開催結果～～開催結果～

≪第18回香美地区防犯少年剣道大会≫
～開催結果～

【小学校高学年の部】 【小学校団体の部】
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～みんなでつくろう安心のまち～　香美地区地域安全協会　　　（蕁･FAX 53-1855）

　年末年始は身近なところで犯罪が起きやすい
時期です。気持ちを引きしめ、防犯の基本を確
実に実行しましょう！
　しっかり防犯して、良い年末年始をお過ごし
ください。

●すぐに振り込まない！ 
●一人で振り込まない！ 
●必ず誰かに相談する！

●主錠と補助錠で２ロック！ 
●ゴミ出しなどの数分間でも 
　こまめに施錠！




